
春
闘
勝
利
め
ざ
し

春
闘
勝
利
め
ざ
し

春
闘
勝
利
め
ざ
し

写真右上：竹内義了さん、左下：平田政廣さん、右下：天羽強さん

各構成組織から120人が総決起集会に参加

民間大手部会・井後幹事が道行く人にアピール

月
例
賃
金
引
き
上
げ
に
全
力

│ 
５
人
超
過
の
激
戦
制
す 

│

未
解
決

組　
合

連
合

推
薦

候
補
、上
位
で
当
選

候
補
、上
位
で
当
選

候
補
、上
位
で
当
選

街宣・ビラ配布も展開

 5月23日（金）
・狭山事件の再審を求める県内集会（徳島駅前）
・狭山事件ドキュメンタリー映画上映（徳島市シビックセンター）

 5月24日（土）
・青年委、女性委合同学習研修会（ホテルクレメント徳島）

５月26日（月）
・丹東市総工会歓迎レセプション（阿波観光ホテル）

◎

◎

◎

　

連
合
徳
島
と
春
闘
県
共
闘
会

議
は
、
４
月
４
日
徳
島
駅
前
で

２
０
１
４
春
闘
未
解
決
組
合
支

援
駅
前
行
動
を
開
き
、
各
構
成

組
織
か
ら
60
人
が
参
加
し
街
頭

宣
伝
・
ビ
ラ
配
布
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
県
中
小
対
策
本
部
の

平
井
議
長
か
ら
「
中
小
企
業
で

働
く
労
働
者
は
、
こ
れ
か
ら
春

闘
本
番
を
迎
え
る
。
中
小
企
業

で
働
く
労
働
者
の
賃
金
・
労
働

条
件
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、

内
需
拡
大
に
繋
が
り
、
真
の
景

気
回
復
に
も
繋
が
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
、河
村
会
長
か
ら
は「
現

在
地
場
中
小
組
合
を
中
心
と
す

る
未
解
決
組
合
は
、
総
力
を
挙

げ
て
春
闘
交
渉
を
展
開
し
て
い

る
。
全
て
の
労
働
者
の
賃
金
労

働
条
件
改
善
の
た
め
に
も
、
地

場
中
小
の
春
闘
は
大
き
な
意
味

を
持
つ
」
と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
民
間
大
手
部
会
の

井
後
幹
事
、
女
性
委
員
会
の
下

委
員
長
、
全
国
一
般
の
吉
田
書

記
長
か
ら
も
道
行
く
人
に
ア

ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
４
月
７
日
に
は
徳
島

市
の
ふ
れ
あ
い
健
康
館
で
中
小

春
闘
勝
利
・
未
解
決
組
合
支
援

総
決
起
集
会
を
開
き
。
１
２
０

人
が
参
加
。
未
解
決
組
合
の
春

闘
勝
利
に
向
け
気
勢
を
上
げ
た
。

　

集
会
は
、
冒
頭
、
平
井
議
長

か
ら
「
民
間
大
手
組
合
は
一
定

の
成
果
は
出
て
い
る
が
、
中
小

　

４
月
６
日
に
告
示
さ
れ
た
三

好
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
４
月

13
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
連
合

徳
島
推
薦
候
補
の
新
人
・
竹
内

義
了
さ
ん
、
現
職
・
天
羽
強
さ

ん
、
平
田
政
廣
さ
ん
（
い
ず
れ

も
自
治
労
三
好
市
職
労
連
）
が

定
数
22
人
、立
候
補
者
数
27
人
、

５
人
超
過
の
激
戦
を
制
し
た
。

  

今
回
の
三
好
市
議
会
議
員
選

挙
は
、
定
数
24
人
か
ら
22
人
、

２
減
で
の
改
選
と
な
り
５
人
超

過
に
加
え
、
同
じ
組
織
か
ら
３

人
立
候
補
と
い
う
厳
し
い
選
挙

戦
を
強
い
ら
れ
た
が
、
連
合
徳

島
西
部
地
域
協
議
会
の
各
構
成

組
織
、
団
体
を
は
じ
め
当
該
労

組
の
自
治
労
が
フ
ル
回
転
し
、

全
員
が
上
位
で
当
選
を
果
た
し

た
。（
竹
内
さ
ん
は
初
当
選
、

天
羽
さ
ん
、
平
田
さ
ん
は
３
期

目
当
選
）

　

投
開
票
日
の
13
日
、
竹
内
さ

ん
の
選
挙
事
務
所
に
集
ま
っ
た

支
援
者
は
、
上
位
で
の
初
当
選

の
情
報
が
流
れ
る
と
「
お
め
で

と
う
」「
よ
く
頑
張
っ
た
」
の

大
合
唱
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

竹
内
さ
ん
は
、
支
援
者
に
感
謝

と
お
礼
を
述
べ
た
う
え
で
「
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
。
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
今
後
の
決
意
に
つ
い
て

熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。

組
合
と
比
較
す
る
と
大
き
な
格

差
が
出
て
い
る
の
が
原
状
。
加

え
て
定
期
昇
給
制
度
の
な
い
組

合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
民
間
大
手

で
獲
得
し
た
金
額
の
ほ
ん
の
一

部
し
か
中
小
に
波
及
し
て
い
な

い
」
と
危
機
感
を
述
べ
、
運
輸

業
界
の
情
勢
も
挙
げ
な
が
ら
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

中
小
春
闘
方
針
は
森
本
事
務

局
長
が
提
起
。
春
闘
要
求
書
の

作
成
と
提
出
は
必
須
と
し
た
う

え
で
、
県
内
中
小
と
連
携
・
情

報
交
換
し
取
り
組
み
を
強
化
し

て
欲
し
い
と
提
案
し
た
。

　

連
帯
あ
い
さ
つ
で
は
、
河
村

会
長
が
「
月
例
賃
金
の
引
き
上

げ
に
こ
だ
わ
り
、
全
て
の
組
合

が
総
力
を
挙
げ
粘
り
強
く
交
渉

を
展
開
し
て
い
こ
う
」
と
叱
咤

激
励
。続
い
て
民
間
大
手
部
会
、

官
公
労
部
会
、
地
場
中
小
か
ら

Ｊ
Ａ
Ｍ
、
交
通
労
連
、
農
協
労

連
、
全
国
一
般
、Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
か
ら
決
意
表
明
を
受
け
た

後
、
特
別
報
告
と
し
て
、
現
在

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
る
ド

ム
事
件
裁
判
闘
争
の
経
過
報
告

と
支
援
の
要
請
を
行
っ
た
。

最
後
に
県
中
小
対
策
本
部
の
榎

本
幹
事
が
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
提

案
し
、
平
井
議
長
の
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
終
了
し
た
。

開催地区 日 時 開　催　場　所

徳島中央
徳島・鳴門
小松島・板野地区

阿南・那賀
海部地区

阿南市民会館前駐車場
雨天時：阿南市民会館ホワイエ

吉野川市鴨島公民館

穴吹ふれあい広場（穴吹町）
雨天時：美馬市穴吹林業総合センター
　　　　　　　　　　　　（穴吹町）

三好市池田諏訪公園（池田町）
雨天時：三好市中央公民館（池田町）

徳島市新町川公園（御成婚広場）
雨天時：上記場所

中部地区

美馬地区

三好地区

５月１日
（木） 10時～

５月１日
（木）

9時～

4月27日
（日）

10時～

５月１日
（木） 10時～

５月１日
（木）

10時～

「労働者の祭典」第85回地区メーデー開催日程

スローガン：力合わせよう！心つなげよう！みんなの暮らしの底上げ実現のために
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昨年度から初めて非常食講習を行い、
カレーライス・ポテトサラダを調理＊カリキュラムの日程や内容は、都合により変更される場合もあります。

講座では心肺蘇生法やロープワーク、
放水訓練なども学習

昨年度、ボランティアサポートチーム養成講座に参加した修了生の皆さん

あ
ら
ゆ
る
講
師
陣
招
き
学
習

ボランテ
ィア

サポートチ
ーム

養 成 講
 座 災害時のリーダーを育成

　

１
９
９
５
年
１
月
17
日
に
発

生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
や
、

最
近
で
は
、
３
年
前
の
３
月
11

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で

は
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
る

と
共
に
、
現
在
も
な
お
避
難
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
避
難
者

が
多
数
存
在
し
て
い
る
。

　

ま
た
徳
島
に
お
い
て
も
、
昭

和
南
海
地
震
か
ら
60
年
あ
ま
り

が
過
ぎ
、
記
憶
も
薄
れ
る
一
方

で
、
今
後
30
年
以
内
に
は
50
％

を
超
え
る
確
率
で
、
南
海
ト
ラ

フ
を
中
心
と
す
る
、
東
海
、
東

南
海
、
南
海
の
三
連
動
巨
大
地

震
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
災
害

予
防
や
災
害
発
生
時
の
対
策
な

ど
の
必
要
性
と
と
も
に
、
私
た

ち
を
含
む
地
域
住
民
の
日
頃
の

心
構
え
を
学
習
し
た
り
、
日
頃

か
ら
、
避
難
訓
練
や
防
災
訓
練

な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が

災
害
時
に
大
き
く
人
命
を
始
め

と
す
る
地
域
の
安
全
を
左
右
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
は
火
山
国
で
あ
り
、
地

殻
変
動
の
上
に
あ
る
日
本
に
お

い
て
、
ど
こ
か
で
有
感
無
感
の

地
震
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る

現
状
を
見
れ
ば
、
決
し
て
他
人

事
で
は
な
い
。

　

「
連
合
徳
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養
成
講

座
」
は
、
労
働
組
合
の
果
た
す

社
会
的
役
割
と
し
て
、
地
域
の

一
員
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
促

す
と
と
も
に
、
災
害
時
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
と
組
合
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
意
識
の
向
上
、
労
働
組

合
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
地
域
貢
献
、
地
域
住

民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
共

生
と
協
働
を
確
立
す
る
た
め
の

事
業
と
し
て
発
足
し
、
本
年
で

14
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
養

成
講
座
を
修
了
し
た
組
合
員
は

３
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。

　

養
成
講
座
で
は
、
あ
ら
ゆ
る

講
師
陣
を
招
き
、
災
害
時
の

様
々
な
取
り
組
み
報
告
や
体
験

談
の
講
演
を
は
じ
め
、
実
際
の

救
急
措
置
の
講
習
や
体
験
、
避

難
や
防
災
に
関
わ
る
図
上
訓
練

な
ど
を
通
じ
て
、
防
災
意
識
の

高
揚
と
災
害
時
の
心
構
え
の
体

得
や
災
害
現
場
な
ど
を
訪
問
す

る
野
外
研
修
活
動
な
ど
、
様
々

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
し
、

６
月
期
か
ら
半
年
間
に
か
け
て

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
、

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」
「
是

非
何
か
の
形
で
役
立
て
た
い
」

「
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
に
も
良
い
経
験
が
で
き
た
」

「
何
回
も
参
加
し
た
い
」
な
ど

数
多
く
の
評
価
も
得
て
い
る
。

　

連
合
徳
島
は
、
本
年
度
も
第

14
期
養
成
講
座
を
６
月
７
日
か

ら
開
催
し
、
人
材
育
成
と
防
災

協
力
体
制
の
確
立
、
市
民
参
加

と
市
民
と
の
協
働
で
さ
ら
な
る

知
識
と
技
術
の
向
上
を
め
ざ
す

こ
と
と
し
て
い
る
。

  

な
お
、
参
加
募
集
締
め
切
り
日

は
５
月
30
日
。
全
日
程
通
し
で

の
受
講
が
好
ま
し
い
が
、
１
コ

マ
ご
と
の
部
分
参
加
も
受
け
付

け
て
い
る
。

講師等 開催場所講座内容日　時

6月7日
（土）

13時15分～

徳島市東消防署 徳島市東消防署

徳島市東消防署 徳島市東消防署

森林管理署

森林労連等

美馬市木屋平
中尾山「平成荘」

徳島県社会福祉
協議会

労働福祉会館
５０２

福島県相馬市長
（予定）

徳島県立テクノ
スクールろうき
んホール

兵庫県広域防災
センター

人と防災未来
センター

兵庫県三木市

兵庫県神戸市

連合徳島
徳島市昭和町
コミュニティー
センター

6月21日
（土）

9時30分～

7月26日（土）
12時30分

～27日(日）
10時30分

8月23日
（土）

10時30分～

9月6日
（土）

14時～

9月27日
（土）

10時～

10月11日
（土）

9時30分～

2014ボランティア・サポートチーム養成講座＜第14期＞

1

2

3

4

5

6

7

開講式・オリエンテーリ
ング
一般救命講習（心肺蘇
生法、ＡＥＤ）

実践体験・救急法・
　　　　　担架搬送
ロープワーク・止血法

野外活動
　木工教室・植林等
「連合の森」親子サマー
キャンプ

講演

講演「災害ボランティア
　　センターの役割」

公開講座・講演

講演「福島県の復興の
　現状と今後の課題」

実践体験・講演

「体験型学習・訓練」
「語り部体験談」

実践体験・非常食講習

修了式
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